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P2−474 　周閉経期女性 に お け る ア デ ィ ポ ネ クチ ン の 動態 と性 ス テ ロ イ ドホ ル モ ン との 関連
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1目的】ア デ ィ ポ ネク チ ン は脂肪細胞か ら分泌 さ れ，イ ン ス リ ン 抵抗性や動脈硬化に対して 防御的な作用 を有するが，周閉経

期の 動態お よび性 ス テ ロ イ ドホ ル モ ン との 関係 に つ い て は 明 らか に さ れ て い ない ，今回
， 周閉経期 を細分化 して ア デ ィ ポ ネ ク

チ ン の 動態を検討する と と もに，周閉経期の各段 階 に お け るア デ ィ ポ ネクチ ン と性ス テ ロ イ ドホ ル モ ン，性 ホ ル モ ン 結合 グ ロ

ブ リ ン （SHBG ）との 関連 に つ い て 検討 した．【方法】倫理 委員会 の 承認 を得 た研 究 と して，イ ン フ ォ
ーム ド ・コ ン セ ン トを得

た 周閉経期女性 235症例を月経状態 とFSH 値とに より7 つ の 段階 に分類 し．血 中ア デ ィ ポ ネク チ ン，エ ス トラ ジ オー
ル （E ），

テ ス トス テ ロ ン ，SHBG ，デ ヒ ドロ エ ピ ア ン ドロ ス テ ロ ン サ ル フ ェ
ート（DHEA −S）値を測定した．遊 離な らび に bioavailable

テ ス トス テ ロ ン は計算式 に よっ て算出した，【成績】ア デ ィ ポネクチ ン は，閉経 に移行する 時期に低値，閉経後 は高値 と なり全

体 と して U 字型 の 変化を 示 した．テ ス トス テ ロ ン は，閉経に移行する時期に一過性に高値を示し，そ の 後徐々 に低値とな っ

た，閉経後 1 年以 上 5 年未満 の 女性 で は，ア デ ィ ポ ネ ク チ ン は遊 離な らび に bioavailableテ ス トス テ ロ ン と有意 な負の 相関

（r ＝−0．452，p ＝O．003お よ び r
＝−O．447，　 p ＝O．003）を，　 DHEA −S と有意な負の 相関 （r＝−O．468，

　 p＝0．016）を示 し，こ の 関係

は 年齢 お よ び BMI で 補正 後も有意 で あ っ た．また，　 SHBG とは 有意 な正 の 相関 （r ＝0。506，　 p＝0．001）を認 め た，なお，　 E
とは有意な相関を認め なか っ た．【結論】ア デ ィ ポネク チ ン は周閉経期 に U 字型 の 変化を示 し，その 変化 に テ ス トス テ ロ ン が

関 与す る可 能性 が 示 唆 され た，

P2−47−5　身体精神症状 プ ロ フ ァ イ ル の ク ラス ター分析に よ る更年期障害患者の 症候学的階層化
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【目的】更年期障害患者の 示す多様な身体精神症状 プ ロ フ ァ イ ル の ク ラ ス ター
分析 を行 うこ とに よ り，こ れ らの 患者の 症候学

的階層化 を試み た．【方法】2005年か ら 2010年まで の 間 に 当科の 系統的健康 ・栄養教育 プ ロ グ ラ ム に 参加 し た 更年期障害患

者 378 名 に つ い て ，更年期 QOL 質問表 に よ りス コ ア 化 さ れ た身体系9 症状 と精神系12 症状の 重症度プ ロ フ ァ イ ル の ク ラ ス

ター分析を行 っ た．統計学的解析 に は SAS9．2 を用 い た，なお本研究 は倫理委員会の 承認を得て い る．【成績】患者 は CL8 （N −

125），CL3 （N ＝160），　 CL9 （N ＝ 44），　 CL7 （N ＝ 49）の 4群 に分けられた．年齢，閉経 の 有無．体格．体組成，血圧，動脈硬

化指数などの 背景因子に関して は，群間に 大きな差を認め なかっ た．CL8 は 身体精神症状共に 軽症 の 群 で，平均 して 週 に 1
−2 回以 上 自覚す る症状は 「腰痛 ・肩 こ り」の み で あ っ た．CL3 は 「手足の しび れ 」を除くすべ て の 身体精神症状の ス コ アが

CL8 よ り有意 に 高く，中で も 「腰痛
・
肩 こ り」「疲 れ」を平均 して週 に 3−4回 以 ．ヒ自覚し て い た．　 CL9 は抑うつ 症 状 が CL3

よ り有意 に 高 く，こ れ ら の 症状を 平均 して 週に 3−4 回 以 上 自覚 して い た，CL7 は 不安 ・不眠症状お よ び 「手足 の し び れ」が

CL9 よ り有意 に高く．これ らの 症状を平均 して 週 に 3−4回 以 上自覚 して い た．【結論】身体精神症状 の 重症度プロ フ ァ イル をク

ラス タ
ー

分析す る こ と に よ り，更年期障害患者を 4 つ の 階層に 分類する こ とが 可能で あ っ た．階層 を上 昇する に つ れ て 「腰

痛 ・肩 こ り」→ 「疲れ 」→ 「抑うつ 」→ 「不安 ・不眠」の 順 に症状が累積 し，重症化 して い くこ とが明らかに な っ た，こ れ ら

の 中核的 な症 状 の 程 度 を確認 す る こ とは，更 年期障害の 重症度判 定に有用 で あ る と考え られ た．

P247 −6　情緒不安定な女性 40例 にお ける，四 逆散エ キス の 有用 性の 検討
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【目的】不定愁訴を有す る女性に 有効率が 高 くt 簡便 な 目標 で 処 方で きる 漢方エ キ ス 剤の 探索は 重 要 で あ る．今回 ス トレ ス を

背景とした焦燥感，不安感，抑 うつ ，緊張感な どの 情緒不安定 に加えて 便樫，肩 こ り，不眠など不定愁訴 を有す る女性に対 し，
第
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選択 で四 逆散エ キ ス を用 い そ の 有用性を検討 した．【対象と方法】対象 は 2010年 6 月〜2012年 7 月に 当外来 を受診 した，
不定愁訴 を有す る情緒不安定な女 性 40例 で あ る．初診時に器質的疾患を認 めず情緒不安定な症状が あれ ば四 逆散エ キス 7．5
g／日 を 2週間処方し，情緒不安定の 2 週間後 の 変化 を 数値学的評価 ス ケール （NRS ）を 用い て 判定した．　 L 著効 ：NRS 　O〜

3／10，2．有効 ：NRS4 〜O／10，3．や や 有効 ：NRS7 〜9／10，4，無効 NRSlO ／10，5．増悪 に 分類 した．漢方医学所見 は，四逆

散 の 処方 目標で あ る手掌発汗，腹力，胸脇苦満，心 下痞 こ う，腹直筋緊張 の 5 項 目を確認 し，治療効果を確認 した．結果）患

者 は 20 歳〜60 歳 （平均 39 ± 9．8 歳）で 全例，焦燥感や 不安感，抑うつ ，緊張感な どの 情緒不 安定な症状 を有 した．漢方医学

的所見で は手掌発汗 は 29例 （73％），腹力は 1例 の み虚弱 で あ っ た が それ 以外 は 中等度で あり，胸脇苦満 28例 （70％ ），心 下

痞 こ う24例 （60％ ），腹直筋緊張 20例 （50％ ）で あ っ た．2 週間後の 効果判定で は著効 13例 （35％），有効 16例 （38％），
や や 有効 6 例 （15％），無効 5例 （12％）で，や や 有効以 上 は 35例 （78％）で あ っ た．その 他 に 便通改善 18例 （45％ ），肩 こ

り軽減 20 例 （50％ ），不眠軽減 9 例 （22．5％ ）を認め た，また，四 逆散の 処方目標を満たさない 症例で も有効例を認 め た．【結
論】情緒不安定な女性 に，四逆散エ キス は漢方医学的所見 に拘 らず に有用で あ る こ とが 示唆され た．
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